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今
年 2025 年 4 月 2 日も、郡山

城天守台でブルーライトアッ

プが行われました。世界自閉症啓発

デーは、毎年 4月 2日に国連が定め

た国際的な啓発の日です。この日

は、自閉症や発達障害についての理

解を深め、支援の輪を広げることを

目的としています。この取り組みは、

2007 年の国連総会でカタール王国

王妃の提案により決議されました。

日本でも、世界自閉症啓発デー・日

本実行委員会が組織され、シンポジ

ウムの開催やランドマークのブルー

ライトアップなどの活動を通じて啓

発を行っています。自閉症をはじめ

とする発達障害について知ること

は、障害のある人々だけでなく、社

会全体がより幸せに暮らせる環境を

作るために重要です。この日をきっ

かけに、理解と支援の輪が広がるこ

とを願っています。奈良県において

は、2017 年（平成 29 年）以来、毎

年欠かさず、大和郡山城天守台のブ

ルーライトアップが行われていま

す。郡山城は、奈良県大和郡山市に

位置する歴史的な城で、来年 2026

年放送予定の NHK 大河ドラマ「豊臣

兄弟！」の主人公である豊臣秀長に

深い関わりがあります。豊臣秀長は

豊臣秀吉の弟であり、1585 年に郡

山城を居城として拡大・増築しまし

た。この城は、彼が治めた大和国・

和泉国・紀伊国の三か国にふさわし

い規模に整えられたと言われていま

す。郡山城の特徴の一つは、石材不

足を補うために「転用石」が多用さ

れたことです。庭石や寺院の礎石、

石仏などが石垣に利用されており、

「さかさ地蔵」と呼ばれる逆さまの

お地蔵様が石垣の一部として使われ

ているのが有名です。また、現在、

郡山城跡には展望施設が整備されて

おり、天守台からの眺望を楽しむこ

とができます。柳澤神社や郡山城南

御門など、城に関連する歴史的な建

物も見どころです。このドラマを通

じて、郡山城や豊臣秀長の歴史がさ

らに注目されることでしょう。大和

郡山市観光協会は、秀長の事績を巡

ることができる「秀長さんまるっと

マップ」（Ａ５判、三つ折り）を制

作されています。ＮＨＫ大河ドラ

マ「豊臣兄弟！」の主人公に決まっ

たことにちなんで、豊臣秀長の事績

を歩いて巡るコースを紹介するマッ

プで、マップには、近鉄郡山駅やＪ

Ｒ郡山駅を起点に、秀長ゆかりのス

ポット８か所を歩いて巡るコースを

紹介しています。１周約６キロで、

マップの名前の通り、各スポットを

「環状線」の駅に見立てて巡るイメー

ジになっています。スポットは、郡

山城跡のほか、秀長の 菩提ぼだい 

寺「春岳院」や、秀長の墓所「大納

言塚」、洞泉寺や源九郎稲荷神社な

どで、マップでそれぞれの見所を解

説している。ＱＲコードをスマート

フォンで読み取ると、周辺の食事や

土産の情報も見られる用になってい

ます。みなさまも興味があれば、ぜ

ひ訪れてみてください。（河村）
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世界自閉症啓発デーやまと郡山城天守台ライトブルーアップ参加のお礼

　4 月 2 日はお疲れ様でした。本年も、4 月 2 日の世界自閉症啓発デーには、大和郡山市のご協力とお力添え

を得て、「お城まつり」会場の天守台石垣や夜桜のライトアップブルー恵まれた背景で、理解と啓発のリーフ

レット配布と場内アナウンスをさせていだきました。

　市役所前には、期間前より「世界自閉症啓発デー」「発達障害者啓発週間」へのへの理解と啓発の大きな垂

れ幕も掲げていただいております。

　３月末の寒暖差の激しい気候や、当日午後からの雨に、少々不安もありましたが、当会会員、ディアーさ

んはじめ、毎年必ずご参加くださる会員外のボランティアの方や支援者の皆様の参加を得て、無事、和やか

に理解と啓発の呼びかけー autism speaks ーをさせていただきました。

　お城まつり会場での恒例の活動を覚えてくださり駆けつけ、飛び入り参加くださる方、自閉症・発達障害

に関心を持たれる方、2018 年のならウォークにご参加してくださった方などもブースに立ち寄ってくださり、

大変うれしく思いました。

徐々にではありますが、『世界自閉症啓発デー in なら』として、お城まつりの夜桜と天守台のライトアップ

ブルーは、県内の自閉症啓発デーのシンボルとしてランドマークとなってきていると感じられました。

　今年は、会場で着用していただく autism speaks のロゴ入りの青いブルゾンを作成させていだきたました。

また毎年ブースを明るくするために準備しているコンサートライト（サイリウムライト）を、今年はリーフレッ

トを受け取ってくださるお子様連れのかたやご希望の方に点灯してお渡しさせていただきました。それを持っ

て天守台に上がられると、遠くからもほんのりブルーに光ってライトが見え、時間を追うごとに数が増えて

いいきました。

また、河村理事長宛て上田市長からの直筆のお便りは、心温まる内容で、会員のみなさまメーリングリスト

にてお伝えいただきました。

最後になりましたが、あらためまして本年もお力を貸していただきました大和郡山市役所関係者の皆様、ボ

ランティアにご参加いただいた皆様へ、感謝の気持ちを込めて御礼申し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湯淺）

奈良県自閉症協会

河村舟二様

上田　清　　　　　

前略

こんにちは。

　ご無沙汰していますが、お変わりありませんか。

　さて、本日は世界自閉症啓発デーに関連して「郡山城天守台ブルーライトアップ」が行われる日ですね。あっ

という間に一年、早いものですね。今年も準備、大変だったと思いますが、お天気も良さそうで喜んでいる

ところです。ただ、私の方は、どうしてもはずせない用事で今回は参加することができず、大変残念に思っ

ているところです。

誠に申し訳ありません。

”皆勤賞”？途切れてしまいました。

ご盛会とブルーライトアップの趣旨が一人でも多くの方に伝わることを願っています。  草々

令和 7年 4月 2日
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奈良県障害者計画策定

関係団体代表者様

平素は大変お世話になっております。

奈良県障害福祉課自立支援係です。

標記につきまして、令和７年度から令和１１年度ま

でを期間とする奈良県障害者計画を策定しましたの

で周知いたします。

このたびの策定にあたり、意見交換会等で様々貴重

なご意見をいただき、この計画を策定することがで

きましたことに深くお礼申し上げます。

つきましては、奈良県のホームページ上にて計画を

公表させていただいておりますので、下記リンク先

からご確認いただければと存じます。

https://www.pref.nara.jp/item/321068.htm

また、計画冊子につきましては別途郵送させていた

だきますので、ご査収ください。

今後も引き続き障害者施策の推進にご理解とご協力

を賜りますようお願いいたします。

奈良県福祉保険部障害福祉課

〒 630-8501　奈良市登大路町 30 番地　

TEL：総務・施設係　0742-27-8514

共生推進係　0742-27-8922

自立支援係　0742-27-8513

こども発達支援係　0742-27-8512

FAX：0742-22-1814

ホームページ　http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-1834.htm

NDF からの情報（河村）

　2024 年、千葉県で、自宅で介護していた重度の知的障害のある 44 歳の次男を殺害した罪に問われた 78 歳の

父親に対して、千葉地方裁判所は「十分な支援が受けられないかなり追い詰められた状況で、被告だけを責め

るのは酷というべきだ」などとして執行猶予が付いた有罪判決を言い渡しました。先日 12 日に千葉地裁で判

決のあった、昨年 7 月に知的障害のある子どもを父親が窒息死させた千葉県長生村の事件について、日本障害

者協議会の藤井克徳代表の寄稿が東京新聞に掲載されましたので共有します。全文を閲覧するには有料になり

ますが以下の東京新聞のサイトからも閲覧できます。途中までは無料公開されています。

https://www.tokyo-np.co.jp/article/393019?rct=metropolitan

事件の内容については NHK の NEWSweb を御覧ください。

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250312/k10014747591000.html
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関係者の皆様

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025 年 3 月 21 日

—　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 般社団法人日本自閉症協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長 市川宏伸

 

　　　　　　　　　　　　　　T シャツで繋がろう！ 啓発デーを盛り上げよう！

チャリティー T シャツプロジェクトご協力お願い（ 期間限定販売）

【好評により、4 月 30 日まで継続販売中！ 】

皆様 平素より大変お世話になっております。

私共一般社団法人日本自閉症協会は、自閉スペクトラム症についての理解啓発に日々努めております。

今回、国連で定めた 4 月 2 日の世界自閉症啓発デーに関連して、チャリティー T シャツプロジェクトを展開し、

一般の方たちにもより理解が広がることを目指しています。

３月 10 日から 16 日までのキャンペーンは終了しましたが、ご好評につき世界自閉症啓発デーのある４ 月末ま

で引き続きチャリティーグッズを販売しております。

ぜひこの機会にご協力をいただけますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

【販売期間】  4 月 30 日（ 水） 24 時まで

（ 期間外は別団体の紹介となっていますのでご注意ください）

【販売 HP】 JAMMIN の HP のみ販売。 ▼ https://jammin.co.jp/c/charityfor/autism

★ 売上の２ ０ ％ が当協会への寄付となります。

★ T シャツ以外にも、バックやポーチなどもございます。

【担当・販売期間前の問い合わせ先】

一般社団法人 日本自閉症協会 〒 104- 0044 東京都中央区明石町 6-226F

事務局長 樋口美津子 電話 03-3545- 3380 Fax03- 3545- 3381

mail asj@autism.or.jp HP https://www.autism.or.jp/



8

8ＫＳＫＲ（きずな）第三種郵便物承認通巻９５６３号  ２０２５年　４月２８日発行　（ 　 )



9

9ＫＳＫＲ（きずな）第三種郵便物承認通巻９５６３号  ２０２５年　４月２８日発行　（ 　 )

神田裕子著の 『職場の 「困った人」 をうまく動かす心理術』 （三笠書房） について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025 年 4 月 18 日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人 日本自閉症協会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長 市川 宏伸 

4 月 22 日発売予定の新刊「職場の『困った人』をうまく動かす心理術」（三笠書房）は障害に対する誤解を生み、

差別や偏見、分断を助長するものと判断します。このような本を、90 年を超える歴史がある三笠書房が発刊さ

れることは誠に残念です。 

現在、この本は表紙と帯、および目次をネット上で見ることができますが、それでも差別や偏見を助長すると

判断する理由は以下の通りです。 

1. ASD（自閉スペクトラム症）や ADHD（注意欠如多動症）の発達障害を一方的に「困った人」として扱ってい

ることは誤解を生みます。 

2. 障害名を人のタイプに結び付けているために障害に対する誤解を生むとともに、表現されている特徴を有す

る人を障害者とする偏見をも生みます。 

3. ASD の特徴として「異臭を放ってもおかまいなし」や ADHD を「同僚の手柄を平気で横取り」など特異な事

例をことさら強調しているため偏見につながります。 

4. 結果として ASD や ADHD の特性を有する人の尊厳を傷つけます。 

大事なことは作者の差別意識の有無ではなく、本が当事者や職場、社会にどう影響するかです。作者や出版社

はそのことをよく考えていただきたい。精神疾患などデリケートなテーマを扱う際に出版社は監修をいれたり、

対象の人たちの受け止めを確かめるなど慎重な姿勢が求められます。 

かかる書籍が、自閉スペクトラム症を含む障害のある人たちの人権を侵害するおそれがあることを懸念し、出

版社が適切な対応をされることを期待します。 

私たちは職場において、ASD や ADHD の特性を有する人もそうではない人も分け隔てなく良好な関係ができる

よう引き続き努力するものです。　　　　以上
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ス 振 第 ７ 号令和７年４月２日

各施設・団体 各位

奈良県地域創造部スポーツ振興課長

プロ野球年間シーズンシート（アドバンスチケット）の配布について（案内）

　県では、スポーツを「観る」機会を創出することで、スポーツへの関心を高めるとともに、スポーツを始

めるきっかけとなるよう「プロスポーツの観戦の機会づくり」に取り組んでいます。昨年に引き続き、今年

も障害のある方や子ども達にプロ野球を観戦していただけるよう、「京セラドーム大阪」及び「ほっともっと

フィールド神戸」共通のプロ野球年間シーズンシートチケットを配布いたします。

つきましては、標記チケットを希望される場合は、別添の「プロ野球観戦チケット利用の手引き」をご確認

のうえ、別紙１「利用申込書」により、4 月 16 日までに県スポーツ振興課へお申込みいただきますようお

願いします。

なお、チケットの枚数には限りがありますので、希望枚数の上限は、１０枚まででお願いします。ただし、

申込多数の場合には、ご希望に添えないこともありますので、予めご了承ください。

奈良県地域創造部スポーツ振興課 　　

TEL：0742-27-8317 FAX：0742-23-7105

担当：峰本
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でぃあー連絡協議会 （2025/3/25）

特定非営利活動法人奈良県自閉症協会

奈良県における発達障害者支援の課題

○医療との連携

・専門医療機関の不足 : 発達障害の診断や治療を行う専門医療機関が限られているため、適切な診断や治療が

遅れている。

・情報共有の課題 : 医療機関と福祉機関、教育機関との間で情報共有が十分に行われていない場合があり、支

援の一貫性が欠ける。

○家族・保護者の支援

・心理的負担 : 発達障害のある子どもを育てる家族は、心理的負担が大きく、支援が必要。

・情報不足 : 家族が利用できる支援サービスや制度についての情報が十分に提供されていない。

・交流の場の不足 : 同じ状況にある家族同士が交流し、情報を共有する場が不足している。

 ○足りない支援

・地域密着型の支援 : 地域ごとの特性に応じた支援が不足しているため、住んでいる場所によって支援の質や

量に差が出ている。

・就労支援の強化 : 発達障害者が社会に参加しやすくするための就労支援がまだ十分ではない。

・普及啓発活動 : 発達障害に対する理解を深めるための普及啓発活動がさらに必要。

○奈良県では『でぃあー』が医療機関、福祉機関、教育機関、地域社会が連携の窓口となり、イニシャティブ

を取ること。

○他県に学ぶ

・東京都日野市の「かしのきシート」

　日野市では、教育と福祉が連携し、発達障害のある子どもたちを切れ目なく支援する体制を整えています。

独自の「かしのきシート」を活用し、教育と福祉の情報を統一して記録することで、関係者間の情報共有を円

滑にしています。

・大阪府の府立高校通級設置

　大阪府では、府立高校に通級を設置し、発達障害のある子どもたちが高校生活を送る際の支援を提供してい

ます。これにより、進学への不安を軽減し、教員向けのガイドブックも作成して支援体制を強化しています。

・滋賀県の地域生活支援モデル事業

　滋賀県では、発達障害者の地域生活支援を目的としたモデル事業を実施し、地域特性に応じた支援手法を開

発しています。この取り組みは、他地域への普及も目指しています。

自治体例

厚労省モデル事業
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★令和 7年度会費

納入のお願い

今年も梅の花が咲き始めると、ウ

グイスの鳴き声が聞こえ、春が来

たなと散歩も楽しくなりました。

これから土手のつくしや月末には

桜の花が楽しみです。皆様は、ど

んな事を楽しまれていますか？

さて、ご承知のとおり、東京本部

へ（「いとしご」の配布料等）年度

初（4/1）の在籍会員数で年会費を

納入しますので、ご理解頂き、5

月末日までに会費納入にご協力の

ほど、よろしくお願い致します。

会費・納入先は下記のとおりです。

（会費）

①個人正会員　￥6000.-

②賛助会員　　個人￥3000.-　　

　　　　　　　法人￥10000.-

（振込先）

①ゆうちょ銀行

口座番号：00980-0-225697

名義：特定非営利活動法人　奈良

県自閉症協会

②南都銀行郡山支店

口座番号：普通預金　1068978

名義：奈良県自閉症協会　　　　

　　　　　　　代表者　河村舟二

＊お願い：南都銀行に振り込まれ

る時、（シャカイフクシホウジンや

トクテイヒエイリカツドウホウジ

ン）等の法人格名は、記載しない

で下さい。

＊住所や名前の変更があれば、下

記、理事長河村さんまでお願いし

ます。事務局：理事長　河村舟二

E-mail　

kawafune@ares.eonet.ne.jp

電話＆ FAX：0743-55-2763

日本自閉症協会 ML を通じて滋賀県

自閉症協会の高木会長よりの情報、

滋賀県で開催される国民スポーツ

大会・全国障害者スポーツ大会の

バリアフリー対策の 1 つとして、

大会で初めて、障スポ全競技会場

にカームダウンスペースが設置さ

れるとの情報提供をいただきまし

た。

▼ Youtube　

【みんなが輝く大会に】わた SHIGA

輝く障スホ゜ ( 第 24 回全国障害者

スポーツ大会 )を開催 !!

h t t p s : / / y o u t u . b e / -

biAsZchd_8?si=_PsMXpvhKfvQaC39

※カームダウンスペースについて

は 2：27 ～

▼シャイン !!WEB 版

https://shiga-sports2025.jp/

magazine-shine/202503/#minaga

髙木会長は「カームダウン設置が

啓発の一助となり、広く一般の方

にも理解が進むことを願っていま

す。」とのことです。

 東京都自閉症協会にて作成した

ショートムービーが公開されてい

ます。

【Happy with Autism プロジェクト

第一弾】

４月２日、世界自閉症啓発デーに

12 人の当事者が、カラフルな特性

を語ったショートムービーを公開

https://prtimes.jp/main/html/

rd/p/000000003.000158424.html


